
●ビエラ玉造オープン
　大阪市内を一周する大阪環状線の環状運転が始まって
50年を迎える3月22日を前に、ＪＲ大阪環状線を活性化させ
るプロジェクトの一環として、玉造駅隣接地に、オレンジ色の
通勤電車を模した外装の商業施設「ビエラ玉造」が、3月18
日にオープンしました。外装のモデルは昭和44年から使用し
ている103系車両。「健康と日常生活支援」をテーマに、24
時間営業のフィットネスジムや会員制の看護士常駐保育園な
どが入居しています。

●交通科学博物館閉館

　大阪・弁天町の交通科学博物館は、1962(昭和37)年、
国鉄の大阪環状線開通記念事業の一環として開設されま
した。以来52年間、鉄道の歴史や文化、技術や科学を間近
で体感できる博物館として親しまれてまいりました。｢鉄道の
おいたち｣｢鉄道車両のしくみ｣などテーマ別の7つの展示室
を巡ることができ、20両におよぶ実物の鉄道車両や、模型列
車の運転ショーが楽しめる｢鉄道パノラマ室｣、昭和初期の懐
かしい駅舎を再現した展示｢昔の駅｣など盛りだくさんの内容
でしたが、惜しまれつつも4月6日に営業を終了いたしました。
なお、交通科学博物館の収蔵資料等は、2016(平成28)年
春に京都・梅小路地区で開設される京都鉄道博物館に移
設展示される予定です。
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　私のおすすめの空間は、
毛馬桜宮公園から淀川
河川敷にかけた一帯です。
　私はこの付近で育ち現
在も住んでいるのですが、
梅田から自転車の距離で
あるにも関わらず自然豊

かなこの場所は、ジョギングやウォーキング、サイクリングや
散歩道として最適な空間です。河川敷では芝生で整備さ
れた広い土手から淀川本流迄の間に野球場やサッカー場、
テニスコートが有り、金八先生のオープニングみたいな風
景が広がっています。一方、淀川から支流の大川へ分岐
するところには昔から大阪市内を水害から守る毛馬の閘
門があり、たもとにはこの地域
出身で江戸時代の俳人、与
謝蕪村の石碑が建立されて
おり、史跡名所も豊富です。
大川沿いに入ると川沿いに
自転車道が整備され京橋付
近迄続きます。

〜ODA広報委員会〜

　いつもは子どもを連れ
て土手の上を歩いたり坂
の芝生を走ったり転げ回っ
たりしているのですが、暖
かくなると「土筆」が芽を
出してきてつくし狩りを楽
しめます。川の上では、砂
利運搬船がゆっくりと「ポンポンポン」とエンジンを鳴らしなが
ら運行しており、時間が止まったような空間が広がります。
　春の大川沿いは桜の名所で有名ですが造幣局の桜の
通り抜けや花見客で混雑する天満・桜宮付近とはうってか
わって、毛馬の閘門付近は人も少なく大きくて立派なソメイ

ヨシノや桜のトンネルをゆっくりと楽し
むことが出来ます（大川沿いは全
面バーベキューは禁止ですよ）。
　この春は、冬に自転車のコマが
取れたばかりのチビを連れてサイク
リングに行きたいと思っています。皆
さんも、さわやかな春風の誘いにのっ
てふらっと出歩いてみませんか。
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